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州
主
要

５
ヶ
国
…
講
演
・
交
流
・
観
光

…
漫
遊
紀
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
田 

隆
右 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

超
電
導
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
よ
い
よ
最
終
年
度
を
迎
え
、
超
電

導
発
電
機
の
技
術
開
発
は
着
実
に
研
究
成
果
を
挙
げ
、
世
界
で
も
初
め
て
の
実
際
の
電
力
系
統

に
連
携
し
た
実
証
試
験
研
究
に
も
成
功
し
、
十
二
年
間
に
亘
る
長
い
研
究
開
発
を
終
え
よ
う
と

し
て
い
る
。 

 

超
伝
導
研
究
の
国
際
的
な
会
議
で
あ
る
欧
州
超
電
導
応
用
技
術
会
議
（
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｓ
‘
９
９
）

が
今
秋
（
１
９
９
９
年
）
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。
世
界
へ
の
情
報
発
信
と
技
術
交
流
の
絶

好
の
機
会
と
考
え
、
講
演
の
依
頼
に
応
え
て
、
こ
れ
ら
世
界
最
高
級
の
開
発
結
果
を
論
文
に
ま

と
め
、
発
表
す
る
事
と
し
た
。 

 

研
究
発
足
の
当
初
、
先
進
的
に
研
究
を
行
い
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ド
イ
ツ
Ｓ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ

ｍ
ｓ
／
Ｋ
Ｗ
Ｕ
社
、
フ
ラ
ン
ス
の
電
力
公
社
（
Ｅ
Ｄ
Ｆ
）
と
定
期
的
に
情
報
交
換
し
、
先
方
の

進
ん
だ
技
術
を
フ
ラ
ン
ク
に
教
わ
り
、
切
磋
琢
磨
し
て
研
究
を
推
進
し
た
事
が
、
今
回
の
成
功

の
原
動
力
に
繋
が
っ
た
。 



 

今
回
の
欧
州
で
の
講
演
と
情
報
交
換
を
通
し
て
、
報
告
と
感
謝
の
意
を
表
す
と
共
に
、
超
伝

導
の
世
界
的
な
リ
ー
ダ
ー
で
今
は
引
退
し
た
旧
知
の
Ｄ
ｒ
ラ
ン
ブ
リ
ヒ
ト
等
に
も
お
会
い
し
た

い
気
持
ち
が
蘇
っ
た
。 

 

盛
沢
山
の
訪
欧
計
画
（
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
時
、
超
電
導
発

電
機
の
開
発
に
直
接
関
与
し
た
東
芝
の
Ｔ
さ
ん
が
同
行
し
て
く
れ
る
事
に
な
り
、
願
っ
て
も
な

い
。
技
術
に
詳
し
く
、
語
学
は
堪
能
、
幅
広
い
人
脈
、
誠
実
な
人
柄
で
、
正
に
鬼
に
金
棒
、
大

い
に
助
け
ら
れ
た
。 

 

九
月
十
二
日 

 

Ｊ
Ｌ
ロ
ン
ド
ン
行
（
十
一
時
五
十
分
）
に
、
は
や
る
気
持
と
重
い
荷
物
を

も
っ
て
乗
り
込
む
。
良
く
登
っ
た
北
ア
ル
プ
ス
の
真
上
を
飛
び
、
美
し
い
山
並
み
が
手
に
届
く

よ
う
だ
。
富
士
山
が
見
送
っ
て
く
れ
る
。
シ
ベ
リ
ヤ
上
空
か
ら
広
大
な
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
に
ア
ム

ー
ル
河
が
ス
ネ
ー
ク
し
て
流
れ
る
。
所
々
に
三
日
月
状
の
湖
沼
が
印
象
的
。
北
欧
は
ス
カ
ン
ジ

ナ
ビ
ア
半
島
を
横
切
る
と
点
在
す
る
島
々
が
綺
麗
に
見
え
る
。
美
し
い
ロ
ン
ド
ン
の
街
並
み
と

緑
の
公
園
を
眼
下
に
し
な
が
ら
ヒ
ー
ス
ロ
ウ
空
港
に
到
着
す
る
。 

構
内
は
広
く
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
は
大
変
、
時
間
を
気
に
し
て
待
合
室
で
待
つ
が
落
ち
着
か
な
い
。

出
発
ロ
ビ
ー
で
同
じ
会
議
に
行
く
電
中
研
の
Ｋ
君
ら
に
、
搭
乗
間
近
に
Ｔ
と
も
会
え
て
ホ
ッ
ト

す
る
。
一
路
バ
ル
セ
ロ
ナ
へ
約
一
時
間
、
空
港
に
着
く
頃
に
は
日
も
た
っ
ぷ
り
暮
れ
て
い
た
。



会
場
の
シ
ッ
チ
ェ
ス
へ
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
か
ら
の
灯
は
、
遠
く
離
れ
た
“
異
郷
の
地
”
で
心
細
さ

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
の
講
演
や
交
流
へ
の
闘
志
が
沸
い
て
く
る
。 

 
九
月
十
三
日 

 

シ
ッ
チ
ェ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｅ
）
は
メ
ル
ヘ
ン
的

で
白
い
壁
に
包
ま
れ
た
迷
路
の
部
屋
、
美
し
い
木
や
花
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
朝
の
モ
ー
ニ
ン
グ

は
プ
ー
ル
の
横
の
テ
ラ
ス
で
新
鮮
な
果
実
と
豊
富
な
野
菜
、
ハ
ム
卵
な
ど
美
味
し
く
違
和
感
は

な
い
。
時
差
を
忘
れ
一
時
間
ゆ
っ
く
り
休
み
、
Ｔ
に
起
こ
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
。 

会
場
の
立
派
な
Ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ 

ａ
ｃ
ｃ
ｍ
ｏ
ｄ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
へ
下
見
と
登
録
に
行
く
。
参
加
者

も
集
ま
っ
て
お
り
少
し
は
緊
張
す
る
。
受
付
の
ス
ペ
イ
ン
嬢
は
明
る
く
、
笑
顔
が
魅
力
的
。 

地
中
海
に
面
し
た
美
し
い
白
亜
の
街
並
み
を
海
岸
沿
い
に
散
歩
し
な
が
ら
帰
る
。
途
中
に
原

色
の
色
鮮
や
か
な
子
供
服
の
店
が
あ
り
、
Ｔ
は
孫
の
土
産
を
買
う
と
言
う
。
私
も
丁
度
同
じ
約

一
歳
の
女
の
孫
、
連
し
ょ
ん
で
な
く
、
連
買
す
る
。
食
料
品
の
店
で
買
い
求
め
た
地
元
の
食
材

で
、
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
Ａ
の
部
屋
で
前
途
を
祝
う
。 

床
に
就
い
て
も
中
々
寝
付
か
れ
ず
本
番
の
講
演
（
苦
手
な
英
語
）
に
備
え
て
何
回
と
な
く
練

習
す
る
。
木
立
を
挟
ん
だ
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
か
ら
若
い
男
女
の
は
し
ゃ
ぐ
嬌
声
が
気
に

か
か
る
。
こ
こ
は
高
級
な
リ
ゾ
ー
ト
、
夏
の
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
地
、
海
水
浴
の
人
も
多
く
、
街

で
派
手
な
水
着
姿
の
男
女
も
見
掛
け
る
。 



 

九
月
十
四
日 

 

土
砂
降
り
の
大
雨
、
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
が
来
な
い
。
同
宿
の
発
表
者
も
大

慌
て
、
や
っ
と
の
思
い
で
掴
ま
え
る
。
会
場
は
外
人
ば
か
り
二
百
人
の
超
満
員
、
緊
張
の
連
続
、

無
事
発
表
を
終
え
拍
手
を
耳
に
す
る
と
ホ
ッ
ト
し
、
今
迄
の
苦
労
が
吹
っ
飛
ぶ
。
増
刷
の
論
文

コ
ピ
ー
五
十
部
も
直
ぐ
無
く
な
る
。
Ｔ
に
Ｏ
Ｈ
を
お
願
い
し
、
常
連
の
独
・
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ

（
Ｆ
Ｚ
Ｋ
）
コ
マ
レ
ッ
ク
博
士
の
質
問
に
も
対
応
し
て
貰
い
大
い
に
助
か
る
。 

 

昼
休
み
、
調
査
団
長
の
小
長
村
京
大
教
授
か
ら
良
か
っ
た
、
鼻
が
高
か
っ
た
”
と
喜
ん
で
頂

き
有
難
い
。
直
ぐ
下
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
Ｙ
新
潟
大
Ｉ
早
大
の
先
生
達
と
美

し
い
海
を
眺
め
て
の
食
事
。 

後
は
大
役
の
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
リ
ゾ
ー
ト
気
分
で
地
中
海
の
宝
石
、
シ
ッ
チ
ェ
ス
の
街
を
、

存
分
に
探
索
し
楽
し
む
。
旧
く
海
外
交
易
で
栄
え
た
豪
商
の
館
は
、
豪
華
で
美
し
く
、
ミ
ニ
美

術
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
手
の
込
ん
だ
外
飾
（
金
具
）
は
白
壁
に
映
え
、
美
術
品
、
絵

画
、
陶
磁
器
、
家
具
等
調
度
品
は
見
事
で
古
の
栄
華
が
偲
ば
れ
る
。
格
式
あ
る
部
屋
か
ら
広
大

な
海
を
眺
め
る
と
中
世
の
大
富
豪
の
気
分
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
豊
か
な
気
持
に
な
る
。
二
、

三
の
館
を
梯
子
す
る
。 

 

九
月
十
五
日 

 

朝
か
ら
バ
ル
セ
ロ
ナ
へ
行
く
。
郊
外
電
車
は
速
く
街
や
工
場
、
野
原
、
海



岸
を
走
り
続
け
る
。 

 

先
ず
は
ガ
ウ
デ
ィ
の
聖
家
族
教
会
。
中
世
建
築
の
粋
を
結
集
し
た
多
く
の
奇
抜
な
塔
、
複
雑

に
絡
ま
る
宗
教
建
造
物
は
異
様
で
目
を
見
張
る
。
協
会
の
出
入
口
や
外
壁
至
る
所
に
あ
る
医
師

の
彫
刻
は
、
厳
め
し
く
美
し
い
芸
術
作
品
だ
。
未
だ
に
修
復
工
事
は
継
続
し
て
お
り
、
完
成
へ

の
弛
ま
ぬ
努
力
に
驚
か
さ
れ
る
。 

 

市
の
中
心
に
あ
る
ガ
ウ
デ
ィ
の
特
徴
あ
る
建
物
を
眺
め
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
広
場
へ
。
市
民
の
憩

い
の
小
公
園
、
ハ
ト
も
多
く
木
々
も
あ
り
和
む
。
ラ
ン
プ
ラ
ス
通
り
は
真
ん
中
に
花
屋
、
小
鳥

屋
、
古
本
屋
な
ど
が
並
び
混
雑
し
て
い
る
。
カ
セ
ド
ラ
ル
は
大
き
く
て
荘
厳
。
街
の
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
る
。
屋
上
ま
で
上
り
美
し
い
市
街
を
眺
め
る
。
街
角
の
店
先
で
軽
食
、
風
情
が
あ
る
。

Ｔ
は
掏
り
に
狙
わ
れ
た
と
言
う
。
注
意
！ 

 

歩
い
て
コ
ロ
ン
の
塔
へ
、
新
大
陸
を
発
見
し
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
寄
港
を
記
念
し
た
建
造
物
で
、

我
々
の
研
究
開
発
の
丁
度
今
（
苦
難
の
末
、
新
技
術
の
成
功
）
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
面
白

い
。 市

外
に
出
て
ガ
ウ
デ
ィ
の
地
下
教
会
へ
行
く
。
可
愛
い
女
子
学
生
に
尋
ね
て
や
っ
と
辿
り
着

く
が
廃
墟
で
侘
し
い
。
丘
の
上
に
建
つ
倒
れ
か
か
っ
た
城
跡
が
印
象
深
い
。
ス
ペ
イ
ン
広
場
に

戻
り
ス
ペ
イ
ン
村
へ
入
る
。
各
地
の
建
物
、
文
化
、
伝
統
品
が
集
め
ら
れ
た
小
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
。

直
ぐ
横
の
風
格
の
あ
る
カ
タ
ル
ー
ニ
ヤ
美
術
館
を
見
る
。
こ
の
地
方
の
旧
い
教
会
の
中
央
、
壁



面
の
漆
喰
に
描
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
、
マ
リ
ヤ
像
を
集
め
、
保
存
・
復
元
し
た
歴
史
的
、
宗
教
的

な
色
彩
が
濃
い
。
古
今
、
こ
の
地
の
人
々
の
信
仰
・
敬
虔
の
権
化
を
感
じ
て
、
単
な
る
絵
画
と

異
な
り
こ
れ
ら
重
厚
な
壁
画
は
見
応
え
あ
る
。 

 

シ
ッ
チ
ェ
ス
に
帰
り
、
人
形
の
館
博
物
館
を
見
る
。
世
界
の
大
小
の
人
形
が
、
所
狭
し
と
家

全
体
の
部
屋
に
飾
ら
れ
壮
観
、
日
本
の
京
人
形
も
あ
り
郷
愁
を
誘
う
。
暗
闇
を
出
る
と
懐
か
し

い
人
の
声
、
小
林
、
大
橋
（
東
大
）
Ｙ
先
生
な
ど
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
お
会
い

す
る
。
皆
で
海
辺
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
り
賑
や
か
に
パ
エ
リ
ア
を
食
べ
る
。
偶
然
と
は
不
思
議

な
物
、
食
事
を
ご
一
緒
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
…
地
中
海
の
新
鮮
で
豊
富
な
魚
介
類
を

炒
め
た
異
郷
の
料
理
は
最
高
に
旨
い
。 

 

成
功
を
喜
び
合
っ
て
、
楽
し
く
美
酒
に
酔
う
。 

 

九
月
十
六
日 

 

朝
早
く
、
長
い
海
岸
を
の
ん
び
り
独
り
で
散
歩
、
前
方
は
地
中
海
が
果
て

し
な
く
続
く
。
更
に
足
を
進
め
る
と
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
高
級
な
別
荘
と
綺
麗
な
ホ
テ
ル
が
一

層
景
観
に
彩
り
を
添
え
絵
画
的
で
美
し
い
。 

昼
の
飛
行
機
（
十
二
時
）
で
首
都
マ
ド
リ
ッ
ド
へ
。 

先
ず
世
界
的
に
有
名
な
プ
ラ
ト
美
術
館
へ
行
く
。
館
内
は
巨
大
で
、
多
く
の
絵
画
や
彫
刻
が
展

示
さ
れ
、
代
表
的
な
ゴ
ヤ
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
な
ど
の
名
画
を
重
点
に
駆
け
足
で
鑑
賞
す
る
。 



立
派
で
素
晴
ら
し
く
迫
力
満
点
だ
。
豪
華
な
王
宮
は
余
り
の
大
き
さ
に
度
肝
を
抜
か
れ
る
。
建

物
の
広
い
内
部
は
美
し
い
絨
毯
を
敷
き
詰
め
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
は
立
派
で
大
き
い
。
贅
を
尽
く

し
た
最
高
の
美
術
、
工
芸
品
、
優
雅
な
家
具
な
ど
調
度
品
が
並
べ
ら
れ
、
中
世
期
、
栄
華
を
極

め
た
王
の
権
力
、
財
力
と
冨
、
ロ
マ
ン
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
見
事
で
素
晴
ら
し
い
。 

 

夕
食
を
兼
ね
て
町
の
中
心
へ
、
Ｔ
は
日
本
で
買
う
よ
り
安
い
と
奥
様
に
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
買

う
。
羨
ま
し
い
。
帰
っ
て
娘
に
話
す
と
自
分
も
欲
し
か
っ
た
と
言
う
。 

綺
麗
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
、
情
熱
的
な
フ
ラ
メ
ン
コ
を
…
と
探
し
歩
く
が
未
だ
早
い
た

め
か
見
当
た
ら
な
い
。
明
朝
早
い
の
で
諦
め
て
帰
る
。
Ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ 

Ｓ
ｏ
ｆ
ｉ
ｔ
ｌ
…
Ｍ
ａ
ｄ

ｏ
ｒ
ｉ
ｄ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｚ
ａ 
Ｅ
ｓ
ｐ
ａ
ｎ
ａ
…
は
伝
統
あ
る
立
派
で
豪
華
、
少
し
王
様
の
気
分
に
な

る
。 

 

九
月
十
七
日 

 

空
港
で
関
電
の
Ｎ
さ
ん
に
会
う
。
奥
さ
ん
と
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
と
か
。
異

郷
の
地
、
偶
然
に
お
互
い
驚
く
。
講
演
の
記
念
に
微
笑
の
少
女
で
名
高
い
リ
ア
ド
ロ
の
磁
器
の

置
物
を
Ｔ
Ａ
共
々
買
い
求
め
、
大
き
な
荷
物
を
持
つ
羽
目
に
な
る
。 

 

フ
ラ
ン
ス
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ 

ｄ
ｅ

空
港
に
は
、
Ｅ
Ｄ
Ｆ
の
車
が
待
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ａ
研

究
所
は
パ
リ
を
挟
ん
で
反
対
側
、
市
内
を
半
周
回
り
す
る
と
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
り

い
い
環
境
に
あ
る
。
テ
ロ
ン
さ
ん
の
出
迎
え
、
久
し
振
り
の
再
会
、
懐
か
し
い
。 



情
報
交
換
を
し
て
設
備
の
見
学
を
す
る
。
超
電
導
ケ
ー
ブ
ル
の
試
験
を
す
る
と
言
う
。
国
営

だ
け
あ
っ
て
、
電
中
研
よ
り
大
き
い
。
市
内
の
ホ
テ
ル
ｈ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ
ａ
ｙ 

ｉ
ｎ
ｎ
に
送
っ
て
も

ら
う
。 

 

観
光
船
で
の
セ
ー
ヌ
川
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
夜
風
が
快
く
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
、
自
由
の
女
神
像
は
夜
空
に
浮
か
び
美
し
い
。
川
沿
い
の
上
品
な

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
た
海
鮮
料
理
は
、
殊
の
外
美
味
し
か
っ
た
。 

 

九
月
十
八
日 

 
「
パ
リ
の
休
日
」
、
ジ
ベ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
ア
ト
リ
エ
と
睡
蓮
の
池
を
観
光

す
る
。
セ
ー
ヌ
川
を
下
る
郊
外
の
景
色
は
牧
歌
的
で
絵
の
よ
う
に
美
し
い
。
晩
年
を
過
ご
し
た

建
物
（
ア
ト
リ
エ
）
と
庭
園
は
、
自
然
の
陽
光
を
受
け
、
赤
、
黄
、
白
、
桃
、
色
と
り
ど
り
の

花
々
に
囲
ま
れ
光
り
輝
い
て
い
る
。 

特
に
一
面
に
咲
く
真
紅
の
ダ
リ
ヤ
は
満
開
で
綺
麗
だ
。
枝
垂
れ
柳
に
覆
わ
れ
た
池
は
澄
み
、

睡
蓮
が
浮
か
ん
で
い
る
。
静
か
に
流
れ
る
水
面
に
木
々
の
緑
を
映
し
、
日
本
的
な
橋
も
情
緒
が

る
。
自
然
の
楽
園
、
夢
の
世
界
に
い
る
気
持
ち
、
旅
の
疲
れ
も
吹
き
飛
び
、
心
身
共
に
リ
フ
レ

シ
ュ
す
る
。 

 

印
象
派
の
オ
ル
セ
美
術
館
が
休
み
と
あ
っ
て
市
庁
舎
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
に
行
く
。
礼
拝

堂
は
大
き
く
。
荘
厳
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
驚
か
さ
れ
る
。
夕
方
の
飛
行
機
で
チ
ュ
ウ
リ
ッ
ヒ



へ
、
川
沿
い
に
町
が
点
在
し
、
大
き
な
町
を
中
心
に
道
路
が
放
射
状
に
延
び
て
い
る
。
広
い
広

い
緑
の
平
地
と
広
大
な
鬱
蒼
と
し
た
黒
い
森
林
の
あ
る
風
景
は
ド
イ
ツ
南
西
部
の
特
徴
か
？ 

 
中
央
駅
か
ら
湖
畔
ま
で
夜
の
目
抜
き
通
り
を
散
歩
す
る
。
対
岸
の
灯
が
静
寂
の
湖
面
に
瞬
き
、

揺
ら
ぐ
眺
め
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
。
駅
に
近
い
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｔ 

Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｈ

は
近
代
的
な
高

層
ホ
テ
ル
。
空
港
で
買
っ
た
山
行
の
為
の
チ
ー
ズ
を
置
き
忘
れ
残
念
。 

 

九
月
十
九
日 

 
６
時
前
、
未
だ
暗
闇
の
駅
の
ホ
ー
ム
で
パ
ン
を
食
べ
腹
ご
し
ら
え
す
る
。

ル
ッ
エ
ル
ン
に
着
く
頃
、
薄
く
赤
ら
ん
で
来
る
。
立
派
な
駅
に
は
人
影
が
な
い
。
乗
継
ぎ
の
時

間
が
あ
り
旧
市
内
を
一
人
で
散
歩
す
る
。
有
名
な
屋
根
の
あ
る
橋
を
渡
る
が
誰
も
い
な
い
。
川

の
中
の
塔
と
群
れ
遊
ぶ
水
鳥
、
川
岸
の
メ
ル
ヘ
ン
の
家
並
み
、
川
面
に
映
る
灯
が
の
ど
か
で
絵

画
の
よ
う
に
美
し
い
。
大
き
な
教
会
も
覗
く
が
未
だ
人
は
疎
ら
。 

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
グ
行
き
の
真
紅
の
半
登
山
電
車
は
、
緑
の
豊
か
な
ハ
イ
ジ
ー
の
世
界
、
段
々

と
高
度
を
上
げ
山
々
も
険
し
さ
を
増
す
と
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
立
ち
並
ぶ
終
点
に
着
く
。
正
面

に
は
雪
一
色
の
ア
ル
プ
ス
の
高
い
峰
々
が
姿
を
見
せ
感
激
す
る
。 

チ
ト
リ
ス
の
頂
上
へ
と
思
っ
た
が
強
風
で
中
間
ま
で
二
人
乗
り
の
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
。
小
さ

な
湖
を
回
り
ス
キ
ー
リ
フ
ト
で
峠
ま
で
、
風
が
吹
き
出
し
肌
寒
い
。
パ
ス
の
山
小
屋
の
テ
ラ
ス

で
食
べ
た
持
参
の
果
物
？
は
美
味
し
か
っ
た
。
小
高
い
丘
に
登
る
と
切
り
立
っ
た
憧
れ
の
ス
イ



ス
ア
ル
プ
ス
の
山
脈
が
、
眼
下
の
湖
と
マ
ッ
チ
し
て
遠
望
で
き
素
晴
ら
し
い
。
風
は
吹
き
荒
れ
、

間
一
髪
の
最
終
便
で
や
っ
と
下
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
か
ら
の
緑
の
牧
草
地
は
鮮
や
か
で
、
点
在
す
る

家
々
と
調
和
し
、
雪
景
色
の
高
い
山
々
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
絵
画
的
で
、
ス
イ
ス
の
印
象
を

一
層
深
め
、
大
自
然
を
満
喫
し
た
。
ル
ッ
エ
ル
ン
構
内
で
パ
ン
と
飲
み
物
を
列
車
に
持
ち
込
み
、

美
し
い
山
、
湖
、
川
を
眺
め
な
が
ら
味
わ
う
。
ホ
テ
ル
に
直
行
し
預
け
た
荷
物
を
手
に
空
港
へ
。

離
陸
す
る
と
後
方
に
白
銀
の
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
雲
の
上
に
綺
麗
に
眺
め
ら
れ
、
ド
ナ
ウ
川
の

上
を
ド
レ
ス
デ
ン
へ
。
少
し
ハ
ー
ド
だ
っ
た
が
、
牧
歌
的
で
心
癒
さ
れ
る
、
満
足
し
た
楽
し
い

休
日
だ
っ
た
。 

 

九
月
二
十
日 

 

Ｍ
Ｒ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ａ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

ホ
テ
ル
に
８
時
、 

Ｄ
ｒ

リ
ー
ゼ
が
迎
え
に
来
て
く
れ
る
。
重
厚
で
格
式
の
あ
る
ド
レ
ス
デ
ン
工
科
大
学
で
講
演
と

討
議
を
行
う
。
先
生
、
学
生
は
新
技
術
の
成
果
に
関
心
が
高
く
、
厳
し
い
質
問
も
多
く
、
時
間

を
忘
れ
る
有
意
義
な
一
時
だ
っ
た
。 

館
内
に
は
ｓ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
の
旧
い
大
き
な
モ
ー
タ
な
ど
が
展
示
さ
れ
伝
統
の
重
さ
を
感
ず

る
。
二
時
頃
か
ら
旧
市
内
を
案
内
し
て
も
ら
う
。 

バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
ヅ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー
宮
殿
な
ど
壮
大
で
優
美
な
建
物
が
、
大
き
な
中
庭
を
取
り

囲
ん
で
建
っ
て
い
る
。
美
し
い
ゴ
ル
ベ
川
近
く
の
古
風
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
遅
い
昼
食
を
ご
馳
走



に
な
る
。
宮
殿
の
外
壁
一
杯
に
描
か
れ
た
マ
イ
セ
ン
の
磁
器
で
作
ら
れ
た
「
君
主
の
行
列
」
は

見
応
え
が
あ
る
。
歴
史
的
な
建
造
物
で
あ
る
大
教
会
は
大
々
的
に
修
理
し
て
い
た
。
マ
イ
セ
ン

の
磁
器
を
ヒ
ル
ト
ン
Ｈ
の
シ
ョ
ウ
ウ
ィ
ン
ド
で
見
る
が
手
が
出
な
い
。 

 

夜
遅
い
便
（
二
十
時
二
十
五
分
）
で
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
へ
、
ホ
テ
ル
日
航
は
日
本
人
が
多

く
気
が
休
ま
る
。 

 

九
月
二
十
一
日 

 

朝
八
時
、
シ
ー
メ
ン
ス
の
車
が
迎
え
に
来
る
。
工
場
に
入
る
と
旧
知
の 

Ｄ
ｒ

Ｌ
．
Ｉ
と
の
嬉
し
い
再
会
、
今
迄
の
懐
か
し
い
交
流
の
数
々
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
目
に
浮

か
ぶ
。 

二
十
人
程
を
前
に
研
究
成
果
を
説
明
し
、
最
後
に
感
謝
を
述
べ
る
。
現
役
は
研
究
を
し
て
い

な
い
た
め
か
関
心
は
薄
い
。
Ｏ
Ｂ
は
か
つ
て
世
界
に
先
駆
け
て
研
究
を
進
め
て
い
た
自
負
心
か

ら
真
剣
に
聞
き
、
質
問
も
多
い
。
最
後
に
「
素
晴
ら
し
い
成
果
だ
。
是
非
実
用
化
を
…
」
熱
い

エ
ー
ル
と
成
功
へ
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
大
感
激
！
。 

 

十
年
前
、
お
互
い
に
超
電
導
発
電
機
の
研
究
を
成
功
さ
せ
実
現
さ
せ
よ
う
と
熱
っ
ぽ
く
話
し

合
っ
た
事
が
思
い
出
さ
れ
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
の
歓
迎
の
ラ
ン
チ
も
、

心
な
し
か
元
気
が
無
く
、
寂
し
い
。
「
実
用
化
に
は
資
金
、
経
済
性
、
情
熱
（
や
る
気
）
」
と
長

老
は
言
う
。
正
に
金
言
だ
。 



 

今
や
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を
実
感
し
、
Ｄ
ｒ

Ｌ
の
車
で
工
場

を
後
に
し
た
。 

 
郊
外
の
閑
静
な
高
級
住
宅
街
の
私
宅
に
招
か
れ
、
奥
さ
ん
共
大
歓
迎
を
受
け
る
。
趣
味
の
良

い
広
い
家
の
中
、
花
々
の
咲
く
美
し
い
庭
を
案
内
さ
れ
、
地
下
の
ホ
ビ
ー
室
で
思
い
出
の
ス
ラ

イ
ド
を
見
る
。
日
本
旅
行
や
ス
イ
ス
の
ア
ル
バ
ム
で
話
は
尽
き
な
い
。
奥
さ
ん
の
和
服
姿
と
扇

子
の
ポ
ー
ズ
は
印
象
的
。
お
手
製
の
心
の
こ
も
っ
た
料
理
と
お
菓
子
は
美
味
し
く
心
が
和
む
。 

 

ビ
ー
ル
と
ワ
イ
ン
で
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
。
初
め
て
の
素
晴
ら
し
い
、

過
分
の
接
待
に
大
感
動
、
忘
れ
え
ぬ
思
い
出
で
あ
る
。
Ｄ
ｒ

Ｌ
は
リ
タ
イ
ヤ
ー
後
は
、
悠
々
自

適
で
家
の
修
復
、
ス
イ
ス
の
別
荘
で
山
歩
き
や
ス
キ
ー
な
ど
人
生
を
優
雅
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て

い
る
。
私
も
見
習
わ
な
く
て
は
…
と
痛
感
す
る
。
八
時
頃
駅
で
別
れ
る
。 

 

九
月
二
十
二
日 

 

早
い
飛
行
機
（
七
時
二
十
五
分
）
で
ロ
ン
ド
ン
へ
飛
ぶ
。 

Ｔ
は
仕
事
で
別
行
動
。
Ｔ
の
勧
め
た
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
へ
二
時
間
弱
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
旅
。 

窓
の
景
色
は
牧
草
の
生
い
茂
る
の
ど
か
な
田
園
風
景
、
駅
付
近
や
点
在
す
る
人
家
に
は
シ
ン

ボ
ル
の
教
会
が
あ
る
の
が
印
象
的
。
イ
ギ
リ
ス
の
美
し
い
自
然
を
堪
能
す
る
。 

Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
は
城
壁
に
囲
ま
れ
た
旧
い
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
街
と
言
う
。
ヨ
ー
ク
ミ
ニ
ス
タ

ー
は
壮
大
で
綺
麗
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
中
世
の
教
会
建
築
で
有
名
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ



ス
は
素
晴
ら
し
い
。
旧
い
華
麗
な
大
学
や
煉
瓦
造
り
の
街
並
み
、
人
の
混
み
合
う
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
時
間
の
許
す
限
り
歩
き
回
り
、
風
土
に
接
す
る
。 

十
六
時
過
ぎ
の
列
車
に
乗
る
と
山
高
帽
を
被
っ
た
ユ
ダ
ヤ
系
？
の
陽
気
な
大
家
族
と
一
緒

に
な
る
。
沢
山
の
子
供
が
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
り
賑
や
か
だ
。
旅
の
思
い
出
に
写
真
に
収
め
る
。
キ

ン
グ
ス
ク
ロ
ス
駅
に
近
づ
く
に
つ
れ
天
気
は
悪
く
な
り
雷
が
鳴
る
。
到
着
し
た
時
は
大
粒
の
雨

が
土
砂
降
り
。
天
井
か
ら
洪
水
の
よ
う
激
し
く
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
流
れ
落
ち
る
様
は
異
様
で
、

恐
怖
さ
え
感
じ
る
。
Ｔ
も
心
配
そ
う
に
待
っ
て
い
る
。
本
当
に
有
難
い
。 

今
回
の
旅
行
で
、
最
初
で
、
最
後
の
、
小
さ
な
パ
ニ
ッ
ク
だ
っ
た
。 

空
港
の
売
店
で
カ
シ
ミ
ヤ
の
マ
フ
ラ
ー
を
お
土
産
に
買
う
。
Ｔ
は
パ
リ
で
紅
茶
、
ロ
ン
ド
ン

で
は
パ
ン
と
、
世
界
の
美
食
を
求
め
、
感
心
す
る
。
Ｊ
Ｌ
（
十
八
時
五
十
五
分
）
に
乗
る
。
隣

は
石
油
会
社
の
定
年
の
人
、
イ
ギ
リ
ス
を
奥
さ
ん
と
旅
行
し
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
も
楽
し
ん
だ
と
言
う
。

一
杯
飲
み
な
が
ら
の
四
方
山
話
に
今
迄
の
緊
張
も
解
け
、
重
荷
だ
っ
た
仕
事
、
楽
し
い
観
光
旅

行
の
疲
れ
が
一
遍
に
出
て
良
く
眠
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

今
回
の
講
演
・
交
流
・
観
光
旅
行
は
、
欧
州
の
各
都
市
を
歩
き
回
り
、
充
実

し
た
素
晴
ら
し
い
旅
だ
っ
た
。 

ス
ペ
イ
ン
で
の
超
伝
導
の
国
際
会
議
で
我
々
の
研
究
成
果
を
講
演
し
、
全
世
界
に
広
く
情
報



発
信
し
、
声
高
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
出
来
た
の
は
最
高
の
喜
び
だ
っ
た
。
発
足
以
来
交
流

の
あ
るsiem

ens E
D

F

の
二
社
に
も
最
後
の
情
報
交
換
を
行
い
、
感
謝
の
意
を
含
め
て
一
区
切

り
を
つ
け
得
た
と
思
う
。
ま
た
旧
知
のD

R
 L

A
M

B
L

IE
R

T

、L
IE

SE

に
お
会
い
し
、
成
功
を

喜
び
合
い
、
研
究
談
義
に
花
を
添
え
え
た
の
も
嬉
し
か
っ
た
。 

 

特
にD

R
 L

の
私
邸
に
招
か
れ
、
心
温
ま
る
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
過
分
の
歓
待
と
熱
い
エ
ー
ル

に
は
、
一
生
忘
れ
得
ぬ
貴
重
な
思
い
出
だ
。 

 

こ
の
講
演
と
交
流
の
慌
た
だ
し
い
日
程
の
中
で
、
休
日
を
最
大
限
に
利
用
し
て
、
ス
ペ
イ
ン

の
ガ
ウ
デ
ィ
の
教
会
と
美
術
館
巡
り
、
ジ
ベ
ル
ニ
ー
の
モ
ネ
の
ア
ト
リ
エ
と
睡
蓮
の
池
、
ス
イ

ス
中
央
部
の
絵
画
的
な
ア
ル
プ
ス
の
小
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
英
国
の
伝
統
的
な
街
並
み
と
大
聖
堂

の
ヨ
ー
ク
と
広
大
で
牧
歌
的
な
田
園
風
景
な
ど
欧
州
の
自
然
・
風
土
・
文
化
・
芸
術
…
の
一
端

に
接
し
、
非
常
に
有
意
義
な
毎
日
の
連
続
だ
っ
た
。 

 

（
追
記
）
二
週
間
に
亘
る
海
外
旅
行
か
ら
帰
り
、
国
際
会
議
の
出
張
報
告
、
超
伝
導
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
開
催
と
発
表
、
慰
安
会
な
ど
慌
た
だ
し
い
日
々
が
目
白
押
し
に
続
い
た
。
未
だ

旅
の
疲
れ
が
十
分
癒
さ
れ
な
い
中
、
十
月
上
旬
の
連
休
に
荒
川
・
赤
石
岳
に
弟
達
と
三
泊
四
日

の
強
行
軍
の
登
山
を
し
た
。 

 

特
に
高
低
差
の
あ
る
三
千
㍍
級
の
尾
根
の
縦
走
コ
ー
ス
十
二
時
間
は
厳
し
く
ヘ
ト
ヘ
ト
。
富



士
山
、
北
岳
が
身
近
か
で
応
援
し
て
く
れ
た
南
ア
ル
プ
ス
の
深
山
・
幽
玄
の
魅
力
を
十
二
分
に

堪
能
し
た
山
旅
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 

（
２
０
０
１
・
１
２
・
２ 

記
…
一
部
加
筆
） 

 
最
後
に 

 

「
く
ろ
し
お
」
発
刊
以
来
五
回
に
亘
っ
て
「
山
・
超
伝
導
・
家
」
の
三
題
に
つ

い
て
そ
の
時
々
の
出
来
事
、
思
い
な
ど
雑
感
を
延
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
の
締
め
括
り
と
し
て 

最
近
の
状
況
は
？ 

 

山 
 

「
年
間
累
積
の
山
頂
標
高
合
計
、
三
万
㍍
」
を
目
標
に
、
こ
こ
十
数
年
、
北
ア
ル
プ
ス

を
中
心
に
挑
戦
し
、
２
０
０
３
、
４
年
の
四
万
㍍
（
鹿
島
槍
な
ど
後
立
山
、
烏
帽
子
鷲
羽
裏
銀

座
の
縦
走
）
を
ピ
ー
ク
に
、
前
穂
奥
穂
縦
走
（
０
０
）
、
剣
立
山
登
頂
（
０
２
）
大
日
３
岳
（
０

６
）
北
の
俣
黒
部
五
郎
縦
走
（
１
０
）
な
ど
年
平
均
二
万
五
千
㍍
の
山
々
を
踏
破
し
、
累
積
の

標
高
で
は
三
十
三
万
㍍

に
達
す
る
。《
富
士
山
の

九
十
回
登
山
に
相
当
》 

 

近
年
、
義
母
の
介
護

や
弟
達
の
仕
事
の
多
忙

年 間 の 累 積 山 頂 標 高  

合 計 の 年 次 別 推 移  

1998(年 ）  23(千 ㍍ ) 

  99 23 

2000 22 

  01 22 

  02 28 

  03 42 

  04 40 

  05 24 

  06 25 

  07 23 

  08  8 

  09 18 

  10 28 

  11  4 

  12  0 



な
ど
か
ら
時
間
的
な
余
裕
が
な
く
、
１
１
年
の
燕
岳
を
最
後
に
山
登
り
か
ら
遠
ざ
か
る
羽
目
に

な
っ
て
い
る
。
未
だ
気
力
だ
け
は
旺
盛
だ
が
、
実
際
は
急
な
登
り
が
厳
し
く
な
り
、
体
力
の
限

界
？
な
の
か
…
悔
し
い
が
年
（
傘
寿
の
齢
）
に
は
勝
て
な
い
と
思
う
、
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。 

 

超
伝
導 

 

本
命
で
あ
っ
た
超
電
導
発
電
機
の
研
究
開
発
は
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

世
界
で
も
最
初
に
六
十
万
ｋ
ｗ
級
実
用
機
の
技
術
を
確
立
し
、
２
０
０
４
年
、
成
功
裡
に
終
了

し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
世
界
的
な
諸
情
勢
（
大
不
況
等
）
か
ら
、
こ
の
実
用
化
は
、
残
念
な

が
ら
未
だ
陽
の
目
を
見
て
い
な
い
。 

 

同
時
に
進
め
た
先
進
的
な
超
伝
導
線
材
や
冷
却
装
置
の
開
発
成
果
は
、
ス
イ
ス
の
欧
州
原
子

核
研
究
機
構
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
）
に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
世
界
最
大
の
加
速
器
（
Ｌ
Ｈ
Ｃ
）
の
心
臓

部
に
採
用
さ
れ
、
近
年
話
題
の
「
神
の
粒
子
…
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
」
発
見
に
、
陰
な
が
ら
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
日
本
（
我
々
の
企
業
と
の
共
同
研
究
）
の
長
年
に
亘
り
培
っ
て
き
た

技
術
が
着
実
に
花
を
開
き
、
嬉
し
い
限
り
だ
。
ま
た
最
先
端
技
術
で
あ
る
夢
の
高
温
超
電
導
材

料
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
等
へ
の
適
用
を
目
指
し
て
活
発
に
実
証
研
究
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
何
時
の
日
か
実
現
さ
れ
る
の
を
期
待
し
た
い
。 

 

家 
 

今
迄
交
友
の
少
な
か
っ
た
土
佐
高
校
同
級
生
と
付
き
合
っ
た
り
、
ご
一
緒
す
る
事
が
多



い
。 

佐
竹
さ
ん
の
エ
イ
ジ
シ
ュ
タ
ー
（
年
齢
以
下
の
ス
コ
ア
）
達
成
の
素
晴
ら
し
い
快
挙 

（
２
０
１
１
年
夏
）
を
機
会
に
、
年
数
回
ゴ
ル
フ
の
ご
指
導
？
を
頂
い
て
い
る
。 

再
度
の
快
挙
！
！
を
期
待
し
プ
レ
ー
し
て
い
る
が
、
何
時
も
足
を
引
っ
張
り
申
し
訳
な
く
思
っ

て
い
る
。
彼
の
ホ
ー
ム
コ
ー
ス
は
三
重
県
、
コ
ー
ス
の
立
地
環
境
は
素
晴
ら
し
く
、
又
ご
一
緒

す
る
従
兄
弟
さ
ん
も
同
年
輩
で
略
同
じ
レ
ベ
ル
、
和
気
あ
い
あ
い
の
お
付
き
合
い
は
最
高
だ
。

（
少
々
遠
い
の
が
玉
に
傷
…
奈
良
、
京
都
２
府
県
を
通
過
し
片
道
３
時
間
強
） 

  

長
年
海
外
勤
務
を
し
最
近
リ
タ
イ
ア
し
た
山
下
君
と
は
、
家
が
近
く
介
護
に
も
共
通
点
が
あ

り
、
時
々
会
っ
て
息
抜
き
を
し
て
い
る
。
一
昨
年
春
、
彼
の
案
内
で
バ
リ
島
へ
伊
野
部
、
鍋
島

さ
ん
達
と
観
光
旅
行
し
た
の
は
、
学
生
時
代
の
気
分
に
帰
り
、
最
高
に
楽
し
か
っ
た
。 

  

生
ま
れ
て
最
初
の
貴
重
な
経
験
も
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
一
昨
年
六
月
バ
イ
ク
事
故
（
軽
自
動

車
に
当
て
ら
れ
転
倒
）
で
救
急
車
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
先
方
の
注
意
不
十
分
、
幸
運
に
も
殆

ど
傷
害
は
無
か
っ
た
が
、
以
後
安
全
運
転
に
注
意
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
は
右
肩
の
大
き
な

腫
瘍
で
、
（
数
年
来
手
術
を
回
避
し
て
い
た
が
…
）
酷
く
脅
か
さ
れ
、
全
身
麻
酔
で
切
除
し
て
、

数
日
間
近
畿
大
学
病
院
に
入
院
し
た
。 

 



 

ゴ
ル
フ
と
言
え
ば
昨
年
末
名
門
の
聖
丘
（
旧
Ｐ
Ｌ
）
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
ゴ
ル
フ
納
め
、

そ
れ
も
最
後
の
１
８
番
ホ
ー
ル
で
バ
ン
カ
ー
越
え
を
チ
ッ
プ
イ
ン
し
稀
有
な
大
フ
ロ
ッ
ク
。
こ

の
幸
運
で
年
平
均
ス
コ
ア
も
不
名
誉
な
“
百
獣
（
十
）
の
王
”
に
成
ら
ず
に
治
ま
っ
た
。 

 

今
年
に
入
り
正
月
に
、
麻
雀
で
は
、
今
迄
一
回
も
出
来
な
か
っ
た
夢
の
“
国
士
無
双
”
の
役

満
を
あ
が
っ
た
。
そ
の
後
、
役
者
は
変
わ
る
が
、
“
国
士
無
双
”
“
人
和
”
と
、
こ
の
半
年
で
計

３
回
も
役
満
が
立
て
続
け
に
成
立
し
た
。 

こ
れ
ら
確
率
的
に
は
信
じ
ら
れ
無
い
数
々
の
事
象

に
、
超
偶
然
性
、
神
懸
か
り
、
神
遠
・
神
秘
の
世
界
を
垣
間
見
る
思
い
が
し
て
い
る
。 

  

人
生
良
い
事
も
あ
れ
ば
悪
い
事
も
あ
る
。
一
喜
一
憂
せ
ず
に
自
然
の
摂
理
に
従
い
「
心
の
赴

く
儘
に
矩
を
越
え
ず
」
の
心
境
で
、
の
ん
び
り
と
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

（
南
紀
白
浜
へ
山
下
君
と
の
愉
快
な
男
二
人
旅
か
ら
帰
っ
て 

２
０
１
３
・
６
・
２
６
記
） 

    


